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─ 創業 100 周年を迎えられまし

たが，その間にはさまざまな苦難や

障害もあったと思います。どのよう

な理念・方針で歩まれてきたのか，

まずはそこからお聞かせください。

住　吉　お陰様で当社は一昨年の

2022年に，創業 100周年を迎えるこ

とができました。そこで，これを 1

つの区切りと考え，『株式会社 田中

のあゆみ』と題する社史を作成し，

このほど当社のホームページ（HP）

に掲載しました（https://www.geo-

tanaka.co.jp/pages/247/）。「社史」「田

中の貢献した大きな自然災害」「田

中が携わった日本の大規模工事」の

3部構成となっており，これをご覧

いただければ，当社がこれまでどの

ような道を歩んできたか，おわかり

になると思います。

1922（大正 11）年 8月，「田中商

店」の米穀商を継承し創業した当社

は，53年 11月に法人へ改組し「田

中精麦株式会社」としてスタートし

た後，59年綿スフ織物の製造に着手

し，64年「田中紡織株式会社」に社

名を変更，70年不織布事業を立ち上

げて現在，土木用繊維資材（ジオシ

ンセティックス）・ 産業資材の製造

メーカーとなっています。このよう

に，商業から製造業，食料から繊維

へと業種・業界を変え，織物から不

織布へ主力製品を変えて，さらに，

製造受託メーカーから自社ブランド

メーカーへ業態を変えて育ってきま

した。

また，この間には，工場火災など

大きな苦難を幾度となく経験しまし

たが，その都度，全社一丸となりこ

れを乗り越える一方，豪雨や大型地

震など大規模災害に見舞われた被災

地での復旧・復興支援工事，国際空

港や新幹線関連工事など，国を代表

する大きな工事に資材を提供してき

ました。

─ HP に記載されているものだけ

でも，わが国の歴史に残る災害や大

規模工事に貴社の資材がどれだけ貢

献してきたかわかります。

住　吉　豪雨による河川の決壊や

大型台風，そして阪神・淡路，東日

本大震災など，振り返ってみますと

日本はじつに多くの大型災害に見舞

われてきたと言えます。そして，そ

れらの多くに当社は復旧・復興に必

要となる資材を提供してきました。

なかでも，河川堤防の決壊は緊急を

要する事態となりますので，場合に

よっては一刻も早く資材を届けなけ

ればなりません。これは言うなれば，

河川堤防護岸用の不織布資材で 40

年以上の実績をもつ当社に課せられ

自然災害が頻発・激甚化の傾向にあるわが国では，河川・港湾の堤防強化を
はじめ，斜傾地や法面の補強を求める声が年々高まっている。また，それと同
時に，被災地での緊急対策工事や，復旧工事の迅速化も大きなテーマとして指
摘されている。こうしたなか，「私どもの役割はますます広がり，その分，責任
も重みを増している」と語るのが，㈱田中の住吉望社長である。一昨年に創業
100 周年を迎え，このたび社史を作成。そこには，阪神・淡路や東日本大震災，
また近年の台風や大雨など，同社が復旧・復興に貢献してきた大規模災害をは
じめ，古くは諫早湾干拓工事から，関空・羽田・那覇など各国際空港の建設工事，
最近では大阪・関西万博などわが国の大型プロジェクトに携わってきた実績が
記されているが，同社に対する期待はますます高まっている。
㈱田中の住吉社長のもとを訪ね，近年の国内需要ならびに，今後の展開に

ついて話を聞いた。

㈱ 田　中
代表取締役社長

住 吉　望 氏

安心安全な自然環境と快適な
生活環境を不織布資材で実現

トップインタビュー
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た責務でもある。そう捉え，この分

野では国内市場で過半のシェアをも

ち，全国各地に事業所（札幌，仙台，

東京，名古屋，大阪，広島，福岡）

を構える当社の機能をフル活用して

支援に当たってきたことは，当社に

とっての誇りでもあります。最近の

事例では，今年 1月 1日に発生した

能登半島地震によって損傷した河川

護岸の復旧工事にも当社の資材を提

供しました。

このように当社は長年にわたり，

当社の経営理念「安全，安心な自然

環境と快適な生活環境の創出」「環

境にやさしいモノづくり」のもとで，

社会に貢献してきました。

─ 国や地方自治体の大型プロジェ

クトにも数多く採用されています。

住　吉　HPには皆さんにも馴染

みのある代表的な事例をいくつか

ピックアップして掲載させていただ

きましたが，これ以外にも国内の大

規模工事や大型イベント関連の工事

で採用されています。

─ 関空や羽田，那覇など，空港

建設でも使用されているのですね。

住　吉　いずれも，空港建設や拡

張工事の際に使用する外周護岸埋立

工事用資材として採用されました。外

周護岸工事ではまず，海に大きな石を

沈めて，その石で大きな枠組みをつく

り，その枠のなかに土砂を投入するこ

とで埋立地をつくり上げていく。この

工法が，これらの空港でも取られまし

た。

ですが，石で組んだ枠のなかへ，

ただ土砂を投入するだけでは，海水

の流れを受けて土砂は石と石のすき

間から吸い出されて（流れ出して）

しまいます。そこで，採用されたの

が当社の“ニードキーパー”です。

ニードキーパーは，港湾・埋立など

の土木建設工事における吸い出し防

止・洗掘防止を目的に開発した高伸

度・高強度合成繊維不織布です。土

砂を投入する前に，このニードキー

パーを石のうえに敷き，土砂を投入

します。石の表面は平らではなく凸

凹しているので，ニードキーパーの

ような伸びるタイプのシートでない

と，土砂を投入した時にその重みで

破れてしまうためです。また，この

シートは水は通しますが，土砂の吸

い出しは防ぐことができるフィル

ターのような機能をもっていますの

で，こうすることで土砂の吸い出し

を防ぐことができるわけです。

関空と羽田では港湾用防砂シート

“ニードキーパー NK─500S”が，那

覇では高伸度タイプの“ニードキー

パー NK─800Z”が採用されました。

土砂の吸い出し防止だけでなく，これ

を使うと石の均し作業を軽減できるの

で，工期短縮やコスト削減にもつなが

ると評価していただいています。

─ 被災地の復旧・復興だけでな

く，大型インフラ工事にも貢献され

ているのですね。

自然災害の頻発・激甚化で
増す「役割」と「責任」

─ わが国の自然災害は近年，頻発・

激甚化の傾向にあります。

住　吉　仰る通りで，それだけに

私どもの役割はますます広がり，そ

の分，責任も重みを増していると感

じています。わが国の土木用不織布

資材メーカーは比較的小規模なとこ

ろが多く，従業員 100名足らずの当

社もその 1社であって，不織布業界

全体から見ますと非常にニッチな分

野を生業としているわけですが，そ

　1983（昭和58）年 
●島根豪雨災害 【島根】

　活発な梅雨前線
の影響で島根県を
中心に浜田市で 1
時 間 雨 量 91mm，
24時間雨量 300mm
以上を観測した災害。島根県西部を流れ
る三隅川，浜田川，益田川の堤防決壊に
おいて河川の吸出し防止マットとして
“ニードフルマット NNタイプ”を使用
した護岸復旧工事を実施

　1986（昭和61）年
●小貝川堤防決壊【関東】

　台風 10号による
24時間雨量 300mm
という記録的な集
中豪雨に見舞われ
た茨城県の小貝川
が破堤。欠損が生じた箇所に遮水性のあ
る河川堤防用遮水シート“WSP─10S”と
コンクリートブロックを堤防法面に敷設
し復旧工事を実施

　1995（平成7）年
●阪神・淡路大震災【近畿】

　兵庫県の淡路島
北部沖の明石海峡
を震源とするマグニ
チュード 7.3の兵庫
県南部地震が発生。
神戸市，淡路島に
おいて道路，港湾復旧工事に多くの資材を
提供。港湾護岸の復旧工事では土砂の吸
出しを防止する港湾用防砂シート“ニード
キーパーNK─500S”が採用された

　2000（平成12）年
●東海豪雨災害【東海】

　秋雨前線と台風
14号の影響により，
愛知県・三重県・
岐阜県の東海地方
を中心に線状降水
帯が形成されて起
こった豪雨災害（水害）。　   （次頁へ続く）

　当時の河川氾濫状況

　遮水マット施工イメー
ジ写真

　“ニードキーパー NK─
500S”の施工イメージ

　“GB ユニット GBY─2T
（B）”の施工イメージ

田中の貢献した
大きな自然災害①
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れでも私どもが扱っている資材は，

ひとたび災害が起きると欠くことの

できないものとなります。

何年もの月日をかけて，どれだけ

河川や港湾を整備したとしても，今

年 7月に発生した山形・秋田豪雨

や，8月末に記録的な大雨・暴風を

引き起こした台風 10号のような大

型災害に見舞われますと，被害は甚

大なものとなります。コンピュータ

や AIなど先進技術が進み，非常に

便利な社会となった現代において

も，こうした災害 1つで，人々の財

産・生活は深刻なダメージを負って

しまう。私たちの生活を守るための，

きわめてベーシックな部分であるは

ずのインフラですが，まだ整備の行

き届いていない部分は多々あります

ので，そこを主戦場としている私た

ちには大きな役割があると使命感を

もって取り組んでいます。

─ 災害関連以外の，一般的な国

内需要の動向はいかがですか。

住　吉　そもそも土木は，他の用

途に比べると需要の変動幅がさほど

大きくない分野です。とはいえ，河

川以外のインフラ需要に目を向けて

みますと，国土強靱化計画による需

要がありますし，ほかにもスポーツ

施設の建設，例えば今回当社の資材

が採用された読売ジャイアンツタウ

ンのような大型スポーツ施設のプロ

ジェクトはまだいくつかあるようで

すし，先ほどお話ししたもの以外に

現在計画されている空港拡張工事は

まだ全国各地にありますので，全般

的に見ると堅調と見て良いのではな

いかと思います。2025年開幕予定の

「大阪・関西万博」でも，埋め立て

地につくられた来場者用駐車場整備

工事において当社製品が採用され，

地盤補強兼分離材として使用されま

した。

また，急激に需要が伸びていると

までは言えませんが，当社が手がけ

ているもののなかで，とくに伸びて

いるものに雑草対策用の防草シート

（写真 1）があります。当社だけでな

く各社とも好調なようで，ホームセ

ンターなどからの情報や，競合他社

の売上状況を見ても防草シートの売

上げが伸びているという情報が継続

的に複数入ってきていますので，市

場が順調に拡大していることは確か

だと思います。

決して目新しいものではありませ

んが，人件費の高騰で草刈りのため

の費用が上昇していることや，高齢

化が進んでいること，そもそも人手

不足であることが背景としてあるよ

写真 1　“ニードフル防草シート”

田中の貢献した
大きな自然災害②

　当時の施工現場風景“ジ
オシェルトン”

　当時の施工現場風景
“WSP─10R”

“ニードフル遮水シートWSP─10E”や，
“ニードフルマットAPS─10”，“パームグ
リッド T─378”“GBユニット GBY─2T
（B）”（廃番品）などを用いた緊急復旧工
事が多く行われた

　2011年（平成23）年
●東日本大震災【東北】

　宮城県，岩手県，福島県において田中
の製品・工法は河川，道路，港湾復旧工
事に多く採用され
災害復旧に貢献。
一例として岩手県
宮古市の海岸復
旧工事で長尺かご
マット工法“ジオシェルトン”は錆びない
「かご系護岸工法」として工期短縮を実現
した

　2015（平成27）年
●関東・東北豪雨災害【関東・東北】

　線状降水帯が発生したことにより引き
起こされた鬼怒川
の増水によって堤
防が決壊。遮水性
のあるマット“河
川堤防用遮水シー
トWSP─10R”を川表と川裏に敷設し，
コンクリートブロックで覆い緊急復旧工
事が実施された

　2019（令和元年）
●東日本台風・台風 19 号【関東甲信越】

　久慈川・那珂川（茨木県）の増水によっ
て堤防内に水が浸透し堤防の決壊，欠損
が生じた箇所にお
いて，“河川堤防用
遮水シートWSP─
10R”が採用され，
これを川表と川裏
に敷設し，コンクリートブロックで覆う
緊急復旧工事が実施された

　当時の施工現場風景
“WSP─10R”
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　1992（平成4）年
●諌早湾干拓【長崎】

　有明海の埋め立
て工事では，軟弱
地盤と埋め立て土
砂の分離が重要な
課題となり，その
ために多くの防砂シートが採用された。
この時に海中でシートが安定することや
荷重分散効果を発揮させるため，金網と
防砂シートを複合した沈床マットと呼ば
れる製品が採用された

　1994（平成6）年
●関西国際空港【大阪】

　関西国際空港建
設にともなう外周
護岸埋め立て工事
において，埋め立
て土砂の吸出しを
防止するために港湾用防砂シート“ニー
ドキーパー NK─500S”が採用された

　2004（平成16）年
●羽田空港（拡張）【東京】

　羽田空港拡張事
業にともなう外周
護岸埋め立て工事
において，埋め立
て土砂の吸出しを
防止するために港湾用防砂シート“ニー
ドキーパー NK─500S”が採用された

　2014（平成26）年
●那覇空港（拡張）【沖縄】

　那覇空港拡張事
業にともなう外周
護岸埋め立て工事
において，埋め立
て土砂の吸出しを
防止するために高
伸度タイプ港湾用防砂シート“ニードキー
パー NK─800Z”が採用された。この製
品を使用することにより捨て石の均し作
業の軽減につながり工期短縮，コスト削
減を実現した

（次頁へ続く）

　当時の施工現場風景
“NK─500S”

　沈床マット施工イメージ

　“NK─500S”施工イメージ

当時の施工現場風景
“NK─800Z”

田中が携わった
日本の大規模工事①

うです。

道路や線路脇の法面，あるいは太

陽光発電所の発電パネル下，ショッ

ピングセンターなど商業施設の駐車

場，また，最近増えている耕作放棄

地も雑草が伸び放題になると害虫の

発生など周辺の営農・生活環境を悪

化させ問題視されていることから，

ニーズが高まっています。一般家庭

用も最近は堅調です。こうしたこと

から当社では，防草シートを長期的

に成長が見込める分野として捉え，

製品開発や改良を継続することで販

売拡大を図って行こうといま考えて

います。

また，これは不織布ではありま

せんが，現在力を入れているのが，

炭素繊維シートの“タナクロス”

（写真 2）です。今後は当社でもこれ

まで以上に高付加価値品の取扱いを

増やしていくことが必要になると考

え，この分野へ新たに参入すること

を決めました。主に橋梁の橋脚やト

ンネルの補修・補強用資材として営

業を開始しています。炭素繊維シー

トは，航空機や風力発電用のブレー

ド（羽根），レーシングカーまたは

一部の高級車，あるいはスポーツ用

品などですでに採用されていますの

で，将来的には当社もそうした分野

に携わっていければと考えてはいま

すが，まずは，当社の主力分野であ

る土木業界向けとして実績を出すこ

とに力を入れていきます。

製品供給力とコスト提案力を
合わせた「総合力」が強み

─ 貴社は，土木用不織布の分野

で長期にわたりリーディングカンパ

ニーとして活躍されていますが，そ

の貴社を支える「強み」とは何なの

でしょうか。

住　吉　強いて申し上げれば，高

目付（500～ 1,500g/m2）で厚みが

あり，優れた引っ張り強度をもつと

いう，土木分野で使用される不織布

で必須となるこの 3つの要素に加え，

土木分野の多くの用途で求められる

ことになる透水性も兼ね備えた製品

を低コストで提供できるところにあ

ると思います。

こうした製品供給力とコスト提案

力を合わせた「総合力」がなければ，

この分野で首位を維持していくこと

は難しいのではないでしょうか。

また，ヤシ繊維を使用した製品（写

真 3）など，今日大きなテーマとなっ

ている環境対策にも取り組んでいま

す。そもそも，当社が生産している

不織布はほぼすべてに，回収された

写真 2　炭素繊維シート“タナクロス”
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　当時の施工現場風景
“JY─1T”

　当時の施工風景“エコラ
イナー LHタイプ”

田中が携わった
日本の大規模工事②

　施工現場風景“TK─6”

ペットボトルやカーペット，自動車

内装材などを原料にしたリサイクル

繊維が使用されていて，早い時期か

ら環境に配慮した製品の提供に努め

てきました。

─ 貴社が製造している不織布の

生産体制を教えてください。

住　吉　製造は，当社の本社工場

と国内にある協力会社で行っていま

す。当社の工場では現在，ニードル

パンチ不織布の製造設備を 2ライン

所有しており，スムーズな稼働に必

要な設備改修などを今後も継続して

いきます。

─ 付加価値化投資についてはい

かがですか。

住　吉　その点については，当社

が現在所有している設備の範囲内で

可能な新規用途の開発について，い

ままさに社内に長期的プロジェクト

としての会合を設け，土木以外の分

野も含めた取組みを検討していま

す。例えば，当社は自動車塗装工程

で使われる塗装ブースの排気用フィ

ルターを取り扱っていますが，そう

した土木以外の用途の開発について

模索しています。そこで打ち出され

た新たな製品の製造に必要となれ

ば，新たな設備投資も前向きに取り

組むつもりです。

夢は「国際ジオシンセティ
ックス・サプライヤー」

─ 海外活動も活発に取り組まれ

ています。

住　吉　国際協力機構（JICA）の

中小企業・SDGsビジネス支援事業

（「カンボジア国降雨浸透水による道路

陥没防止のための排水シート導入ビ

ジネス化実証事業」）に採択されて現

在，当社の排水シート“ジオストリー

ム”（写真 4）を使用したカンボジア

での事業化を調査検証中（調査期間：

2023年 7月～ 24年 10月）です。

カンボジアでは雨期後の道路の損

傷が激しく，物流にも多大な影響を

及ぼしていますが，それに対応でき

る適切な技術がありません。また，

損傷が起こるたびに片側交通・修復

工事が必要となりますから，維持管

理費用の発生が課題となっていま

す。ジオストリームは，排水機能を

もつ 2層もしくは 3層の土木用複合

資材で，堤防型道路の法面や法肩に

敷設することにより降雨の土壌への

浸透を防ぎ，道路陥没・崩壊の抑制

に貢献します。

今年 2月に，当事業の一環として

MPWT（カンボジア国公共事業運輸

省。日本の国土交通省に相当）から

写真 3　ヤシ繊維を使用した製品

写真 4　排水シート“ジオストリーム”

　2015（平成27）年
●北陸新幹線【新潟】

　北陸新幹線建設
において高架橋下の
長期防草対策として
数ある防草対策工
のなかから経済性を
重視し“ニードフル
防草シート JY─1T”を敷設し，シートの
上に砕石を敷き詰める工法が採用された

　2020（令和3）年
●福島中間貯蔵施設【福島】

　2011年 3月の東
日本大震災の影響
による福島第一原
発事故で飛散した
放射能汚染土など
の中間貯蔵施設建
設にともない，遮水工の一部として遮水
シートの保護目的で“エコライナー HA・
LHタイプ”が使用された

　2025（令和7）年
●東京ジャイアンツタウン【東京】

　読売ジャイアン
ツが 2025年から運
用開始予定のジャ
イアンツ 2軍用の
試合・練習場（球場）
と，よみうりラン
ドが運営する水族館などの施設を合わせ
た総称。谷間に高盛土を行う造成工事に
おいて，高盛土の安定と排水を目的に高
耐圧負荷のもとでも必要な排水性能を有
した高耐圧性排水材“TK─6を中心に，“N
─10”“PX─120”が採用された

　2025（令和7）年
●大阪・関西万博【大阪】

　2025年開催予定
の大阪万博の施設
建設にともない，
耕作地耕土と盛土
の分離材として“プ
ロテックス PX─
300”の採用が決まった

　“プロテックス”の施工イ
メージ
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の全面的な協力のもと，同国国道 3

箇所においてジオストリームを使っ

た道路補修工事の試験施工を行いま

した（写真 5）。そして，3月，5月

に実施したモニタリング調査の結

果，施工箇所の地盤支持力が保持さ

れていることが認められ，また雨季

にあたる 7月の視察でも降雨時のジ

オストリームの排水効果を確認する

ことができました。

この実証事業でジオストリームに

よるビジネス展開計画の精度を高め

ることができましたので，今後はこ

れをビジネス展開に結びつけ，同製

品を普及させることによって，カン

ボジア国内の道路や堤防の維持管理

費の削減と，災害に強い国土建設に

貢献していきたいと考えています。

道路だけでなく水路（灌漑用，農

業用）や，海岸の侵食対策，また，

日本政府の支援で建設中の港湾建設

（埋立工事）もターゲットです。道

路は JICAの支援で進めていますが，

水路や海岸の侵食対策，港湾工事は

すでに自力で取り組んでいます。カ

ンボジアには当社の事業所がまだあ

りませんので近い将来，つくる必要

があるかもしれません。また当面，

製品は日本からの輸出で対応します

が，こうした海外事業が軌道に乗り

拡大した暁には，現地に当社の製造

拠点を設けるか，あるいは，カンボ

ジアも含めた第三国の企業と提携を

結び，そこで製造したものを当社が

海外で販売していくという方法も選

　写真 5　カンボジアでのジオストリーム敷設作業の様子

択肢として考えています。

夢は，インターナショナル・ジ

オシンセティックス・サプライヤー

になることです。将来的には商社機

能も備え，日本の製品を海外へ，あ

るいは海外の優れた製品を日本やそ

の他の国々にも紹介していく。当社

が長年培ってきた災害対策や土木技

術を活かした展開を目指すことによ

り，更なる企業成長を図っていきた

いと考えています。

─ 更なるご活躍に期待していま

す。本日は長時間ありがとうござい

ました。

　写真 6　カンボジアで開かれたセミナーと会議の様子。セミナーは，㈱田中の主催によりMPWT技術
部門幹部を始めMPWT本省および地方組織の職員など会場 60名，ウェブ 8名，総計 68名の
参加を得て開催。㈱田中は今後，試験施工のモニタリングを継続し技術的評価を行うとともに，
ジオストリームを使用した道路補修工法を同国における標準工法としてリストに掲載してもら
うことで，同工法が広くカンボジア国内で普及し活用されることを目指している
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